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成長と老衰の周期について…

卵子が成長しはじめてから

　１＋　　０＝　　１

　２＋　　１＝　　３

　３＋　　３＝　　６

　４＋　　６＝　１０

　５＋　１０＝　１５

　６＋　１５＝　２１

　７＋　２１＝　２８

　８＋　２８＝　３６

　９＋　３６＝　４５

１０＋　４５＝　５５

１１＋　５５＝　６６

１２＋　６６＝　７８

１３＋　７８＝　９１

１４＋　９１＝１０５

１５＋１０５＝１２０

１６＋１２０＝１３６

１７＋１３６＝１５３

１８＋１５３＝１７１

１９＋１７１＝１９０

２０＋１９０＝２１０

４０＝８２０

４１＝８６１

４２＝９０３

４３＝９４６

４４＝９９０

４５＝１０３５

まずはこれを実際にします。

つまり、

　　０才

　　２才

　　５才

　　９才

　１４才

　２０才

　２７才

　３５才

　４４才



　５４才

　６５才

　７７才

　９０才

１０４才

１１９才

１３５才

１５２才

と、いうと才からで、それぞれ成長します。

何かある歳も、それぞれこの才からです。

　　０才

　　２才

　　５才

　　９才

　１４才

　２０才

の辺りで知能や生理や大人の成長もありえます。も

　２０才

ここでなにかある時があります。

私のは成長でした。

　２７才

　３５才

この３５才辺りから落ち着いてきますが人によっては何か成長があります。

ちょうど私がそれです。

３５～３９までです。

どうやらピタリと成長を鍛えていくと更に行くようです。

これまでの歳もずっとそれでした。

　８＋　２８＝　３６

その足した数の半分程。

つまり、おおよそ４年ほどまでの成長時間で最長のようです。

つまり３５なら３９までです。

それから落ち着くまでの時間です。

　９＋　３６＝　４５

なら

３９．５歳からです。

　４４才



この幅の変化は、

－０．５（－６ヶ月）の辺りは最初の方のどこかです。

－０．５～０．５才　１

１～３才　２

３．５～６．５才　３

７～１１才　４

１１．５～１６．５才　５

１７～２３才　６

２３．５～３０．５才　７

３１～３９才　８

３９．５～４８．５才　９

４９～５９才　１０

６０．５～７１．５才　１１

７１～８１才　１２

８２．５～９７．５才　１３

９７～１１１才　１４

１１１．５～１２６．５才　１５

このそれぞれの終了に近い年数に注意します。

つまり、

～０．５才

～３才

～６．５才

～１１才

～１６．５才

～２３才

～３０．５才

～３９才

～４８．５才

～５９才

～７１．５才

～８１才

～９７．５才

～１１１才

～１２６．５才

です。

　８＋　２８＝　３６

８の半分の４を過ぎた辺り

　４＋　　６＝　１０



と１６を過ぎた辺り

１６＋１２０＝１３６

で何かあるようです。

ということは

　８＋　２８＝　３６

２８～３６の間で変化があります。

何故でしょう？

変化があると

　９＋　３６＝　４５

３６から

３１～３９才

３９．５～４８．５才

つまり、３９．５を過ぎると違います。

成長は落ち着いてきます。

これらの才は

亡くなった方や

大人への成長の

才をみるとわかりやすいです。

老衰も隙間を含めてある程度そうでしょう。



Ｐ．Ｓ．もしかしたら南極は最初に日本とオーストラリアの間にあり

　　　　それから舞い上がり降りてきて南極に収まってるのかも知れません。

　　　　その影響が長く続いたのだと思われます。

　　　　という仮説です。

　　　　かたちを見たり

　　　　計算したりすると結構事実です。

　　　　チャレンジして見て下さい。
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